
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 880,500 940,500 1,000,500 1,120,500

実績 761,700 488,300 443,500 463,600

達成率 ％ 55.5% 47.2% 45.0%

目標 8,900 9,300 9,700 10,500

実績 8,671 9,116 9,617 10,067

達成率 ％ 102.4% 103.4% 103.8%

目標 800.0 850.0 900.0 1,000

実績 724.0 614.0 567.0 875.0

達成率 ％ 76.8% 66.7% 77.8%

目標 1,524 1,554 1,584 1,644

実績 1,440 1,434 1,241 1,312

達成率 ％ 94.1% 79.9% 82.2%
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実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％
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実績
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＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

R5

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

高齢者支援課 安藤　隆文 1150
（令和4年度）

コード Ⅰ-3-6 施策名 高齢者の生きがいづくりへの支援

施策の方針 高齢者がいきいきと安心して生活する

介護予防サポーター派遣回数
健康教室等に介護予防サポー
ターが派遣された回数

回
950.0

まちづくり
の方針

生活の土台を築き、笑顔あふれる市民が暮らすまち（健康福祉）

５年後の
めざす姿

元気な高齢者が増え、さまざまな能力を活かして楽しく社会参加できる環境が整い、意欲と行動力が継続できるよう支援します。高齢者が自
発的に介護予防を行い、地域の生きがいや、健康づくりなどを促進できる地域の拠点づくりや組織の育成・支援を行います。高齢者が住み慣れ
た地域で生きがいを持って、元気に安心して暮らせるまちをめざします。

施策の内容

・高齢者が地域で活躍できる環境づくりとして、老人クラブやサロン活動などを支援します。
・地域活動を支援するため、介護予防サポーターの人材育成を行うなど、高齢者もボランティア活動に参加できる仕組みを整備します。
・高齢者の生活支援や見守り体制の充実のため、地域におけるボランティア活動等の推進に取り組みます。
・認知症の正しい知識を広げ、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりのため、認知症サポーター養成講座や家族の支援を推進します。

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

認知症サポーター数【累計】
認知症サポーター養成講座受
講者数

人
10,100

お達者長生きボランティアの活動ポ
イント数
※(1時間100ポイント)

年度末のポイント転換申請
ポイント

1,060,500

高齢者サロンの参加実人数 高齢者サロン実績報告
人

1,614

指標の分析

新型コロナ感染症感染拡大の影響は継続していますが、長期化する中で、市民の方も感染対策に配慮しながら取り組みを行う
ことが必要だという意識へ変化してきたことが感じられました。その結果、認知症、介護予防の取り組みについては、目標値を
達成はしていませんが、前年度を上回る取り組みができました。ボランティアについては、まだ感染対策により施設等での活動
が実施できないこともあり、達成率が低い状況にあります。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

見直し領域 2.52 2.10

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」が低く、「満
足度」が高い「見直し領域」に位置しており、目標達成の状況
やサービスの供給量を検証する必要があります。

市民意識調査
結果分析

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」が低く、「満
足度」が高い「見直し領域」に位置しておりますが、サロン活動
など通いの場の充実によって、高齢者が生き生きと安心して
生活できる環境が整ってきていると思われます。
なお、「必要度」が低い理由は、サロン活動などの参加者が特
定の人に限られているためと考えます。社会参加は心と体の
健康づくりにつながるという意識が育つよう多様な機会を通
じての啓発が必要だと考えます。

令和5年度以降
の課題

新型コロナに関しては、マスクの着用等のルールが変更されましたが、重症化リスクの高い高齢者は引続き感染対策を講じな
がら、参加者が楽しく活躍できるよう、地域での介護予防活動の仕組みを整えることが必要です。また、地域での活動を支援
する介護予防サポーターの人材の育成については、養成講座の応募人数の減少が続いており、地域でのリーダー的なボラン
ティアの掘り起こしが求められます。
認知症については、「みんなで取り組む認知症条例」に基づき、それぞれの立場に応じた役割を担えるよう、認知症に関する正
しい知識の普及啓発に努めていくことが大切です。また、認知症本人とその家族への支援の充実を図るため、認知症地域推進
員など関係者が連携して、今年度誕生した認知症サポーターからステップアップしたゴールドサポーターを地域のリーダー的
な存在として活動を支援していく必要があります。

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1
高齢者支
援課

4,492 4,492 4,617 継続

2
高齢者支
援課

15,068 17,615 10,400 継続 ○

3
高齢者支
援課

2,700 2,601 3,000 継続

4
高齢者支
援課

○ 428 449 1,815 重点継続

5
高齢者支
援課

○ 285 278 460 重点継続

6 高齢者支
援課

3,668 3,623 5,000 継続

7
高齢者支
援課

2,966 2,914 4,273 継続

8
高齢者支
援課

145,902 145,493 141,019 継続 ○

9
高齢者支
援課

○ 4,347 4,568 6,000 継続

10
高齢者支
援課

2,890 3,378 4,560 継続

182,746 185,411 181,144 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

老人クラブ活動助成事業
市老人クラブ連合会及び地域老人クラブ
への活動助成

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を
記入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）
課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

高齢者サロン活動支援事
業

地区公民館等で、運動や体操などを行い
介護予防につながる活動の支援

老人憩の家等施設改修
事業

老人憩の家等を高齢者が利用しやすい施
設とするための改修工事

在宅高齢者住宅改造助
成事業

高齢者が自宅で安心して生活できるよ
う、住宅の改造費用の一部を助成

お達者長生きボランティ
ア制度

高齢者が行うボランティア活動にポイン
トを付与し、ポイントを現金や商品券に交
換する制度

認知症予防・認知症対策
認知症予防を図るとともに、正しい認知
症啓発と家族への支援等

はり・きゅう・あんま施術
料助成事業

健康保持及び増進を図るための、はり・
灸・あんまの施術料の助成

配食サービス
調理を行う事が困難な高齢者に栄養バラ
ンスのとれた食事を届け、栄養改善と安
否確認を行うサービス

養護老人ホーム「安生寮」
指定管理事業

養護老人ホーム「安生寮」の指定管理に
よる委託

地域介護予防活動支援
事業

地域振興協議会等に介護予防事業を委
託により実施

合計

進捗状況
介護保険の理念である自立支援・重度化防止に高齢者が自ら取り組み、地域で、生きがいを持って生活できるようボラ
ンティアやサポーターとして活動でき、社会参加できる体制を支援し維持していきます。また、地域包括ケアシステムの
更なる進化・推進を図るため、機会をとらえて、地域での自助・共助の取り組みについての周知・啓発を強化します。
認知症施策については、高齢になっても、認知症になっても安心して生活できるよう、地域のみでなく事業所等を対象と
した認知症サポーター養成講座の開催と、ゴールドサポーター2期生の育成に取り組みます。

課長評価

概ね順調
目標を達するため、

現状維持とする

-

実施年度 内部評価

令和３年度
実施済

-

外部評価 評価のコメント
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